




目的 

現在,わが国においても各地で,ダウン症をはじめとする発達遅滞乳幼児の早期教育が盛ん

に実践されるようになり,その成果も報告されつつある。 

われわれも,わが国の発達遅滞乳幼児の実状に合致した早期指導のための発達評定尺度・療

育プログラムの開発をめざして,内外の関連資料の収集にはじまり,「ボーテージ早期教育

ガイド」(アメリカ合衆国ウィスコンシン州・ポーテージ,1976 年改訂版)の翻訳および日

本版試案の作成,そしてその日本版試案の臨床的妥当性の検討を繰り返し,1983年には「ポ

ーテージ乳幼児教育プログラム」として一応完成させた。 

以来,さらに臨床事例を増やしながら,このプログラムの理論的・臨床的な妥当性の検証を

重ね,その有効性を実証してきた。 

そうした中で,このプログラムを適用した療育指導の実践に際して・各々の指導項目(行動

目標)の達成基準をもつと明確にすべきであるとの意見が出された。そこで今年度の研究と

しては,「ポーテージ乳幼児教育プログラム」の 562 の指導項目すべてについて,6 つの発

達領域間および各発達領域内の系列性を考慮しながら,通過のための基準を作成すること

を目的とし,またそれとともに,これまでと同様に,このプログラムを使った療育指導の継

続研究を行った。 


